
授業科目名 担当講師名 対象学年 

介護の基本Ⅱ 谷村 志寿江 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 ２（60） ２年生教室 通年  不定期  不定期 

実務経験 本科目は、介護福祉士として実務経験のある教員による講義。 

授業のキーワード 生活、その人らしさ、個別ケア 

到達目標及び及び 
事前学習 

介護を必要とする人と生活の理解：介護は人生と生活の質（QOL）を高め

る視点を理解し、援助の方法を学ぶ。 

１ 私たちの生活を理解する 

２ 生活にとって大切なこととは 

３ 生活の質（QOL）について 

４ マズローの５段階欲求説を理解する 

５ 介護を必要とする人の暮らしとは（高齢者） 

６ 介護を必要とする人の暮らしとは（障がい者） 

７ 「その人らしさ」とは何か 

８ 「生活にニーズ」の理解 

９ 社会的サービスの理解 

１０ 私的サービスの理解 

１１ 地域連携の意義と目的 

１２     〃 

１３ 介護における安全の確保につて 

１４ リスクマネジメントとは何か 

１５     〃 

１６ 多職種連携について 

１７     〃 

    １８ 多職種連携・協働のための留意点 

１９ ①保健・医療・福祉職の役割と機能について 

２０ ②保健・医療・福祉職の役割と機能について 

２１ ③保健・医療・福祉職の役割と機能について 

２２ ④保健・医療・福祉職の役割と機能について 

２３ ⑤保健・医療・福祉職の役割と機能について 

２４ 介護従事者の安全について 

２５ こころの管理 

２６    〃 

２７ 身体の管理 

２８    〃 



２９ 労働環境の整備について 

３０    〃 

３１ まとめ（終講試験） 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 

教科書「介護の基本Ⅱ」（中央法規） 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等 パソコン・プロジェクター 

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


